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安
全
を
最
優
先
に
、
燃
料
体
取
出
し
（
処
理
）
作
業
（
2
0
1
8
年
8
月
30
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で
に
46
体
の

燃
料
体
を
処
理
）
や
2
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
抜
き
取
り
に
向
け
た
作
業
を
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
次
の
燃
料
体
取
出
し
に
向
け
た
設
備
点
検
と
並
行
し
て
、
設
備
の
必
要
な
機
能
が
維
持
で
き
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
施
設
定
期
検
査
を
受
検
し
ま
す
。
施
設
定
期
検
査
は
、「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
原
子
炉
等
規
制
法
）」
に
基
づ
き
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
行
う
検
査
で
す
。

「もんじゅ」では廃止措置の第一段階として、「燃料体の取出し作業」と
「2次冷却系ナトリウム抜き取り作業」を進めています
現在までの作業の状況について、お知らせいたします

「もんじゅ」廃止措置の
状況をお知らせします

今
回
の
燃
料
体
取
出
し
（
処
理
）
作
業
は
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
満
た
さ
れ
た
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
に
貯

蔵
し
て
い
る
使
用
済
み
燃
料
を
取
り
出
し
、
表
面

な
ど
に
付
着
し
て
い
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
洗
浄
し
、

燃
料
池
に
移
送
・
貯
蔵
す
る
作
業
で
す
。
燃
料
体

の
洗
浄
作
業
で
は
、
化
学
的
に
不
活
性
な
ア
ル
ゴ

ン
ガ
ス
を
燃
料
洗
浄
槽
内
（
燃
料
体
を
洗
浄
す
る

設
備
）
に
循
環
さ
せ
な
が
ら
水
蒸
気
を
徐
々
に
加

え
て
、
ゆ
っ
く
り
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
水
蒸
気
を
反
応

さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
蒸
気
が
反

応
し
た
も
の
を
水
で
洗
い
流
し
て
か
ら
缶
詰
缶
に

収
納
し
、
燃
料
池
に
移
送
し
、
貯
蔵
し
ま
す
。

作
業
は
燃
料
取
扱
設
備
に
よ
り
遠
隔
操
作
で
進

み
ま
す
が
、
作
業
中
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
を
確
認

し
た
り
作
業
の
進
捗
状
況
を
監
視
す
る
な
ど
、
安

全
に
作
業
を
進
め
る
た
め
に
常
に
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
の
リ

ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に
、

２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

抜
き
取
り
作
業
を
実
施
し
て

お
り
、
12
月
中
に
完
了
予
定

で
す
。

２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
全
量
（
約
７
５
３
ト
ン
）

を
、
既
設
の
タ
ン
ク
５
基
と

新
た
に
設
置
し
た
一
時
保
管

用
タ
ン
ク
２
基
に
貯
蔵
（
保

管
）
し
ま
す
。

作
業
実
施
中
及
び
貯
蔵

（
保
管
）
時
に
お
け
る
万
が

一
の
場
合
に
備
え
て
、
新
た

に
設
置
し
た
一
時
保
管
用
タ

ン
ク
に
も
、
既
設
タ
ン
ク
と

同
等
の
安
全
対
策
（
表
１
）

を
施
し
て
い
ま
す
。

２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム 

抜
き
取
り
状
況
に
つ
い
て

も
ん
じ
ゅ
燃
料
体 

取
出
し
作
業
の 

状
況
に
つ
い
て

タービン建物に仮置中の一時保管用タンク
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抜
き
取
っ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
タ
ン
ク
内

で
固
化
さ
れ
た
状
態
で
保
管
し
ま
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
融
点
※
は
約
98
℃
で
す
。

融
点
を
上
回
れ
ば
「
液
体
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
」

に
、
融
点
を
下
回
れ
ば
固
ま
っ
て
「
固
体
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
」
に
な
り
ま
す
。
液
体
の
状
態

で
保
管
す
る
よ
り
も
、
固
体
の
状
態
で
保
管

す
る
方
が
漏
え
い
の
リ
ス
ク
が
低
減
す
る
た

め
、よ
り
安
全
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

固
体
が
液
体
に
変
わ
る
温
度
。
氷
は
０
℃
を
超
え

る
と
解
け
て
水
に
な
る
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

事
業
者
が
自
ら
定
め
る
保
全
計
画
に
基

づ
き
設
備
等
の
点
検
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
、
廃
止
措
置
に
移
行
し
た

こ
と
に
伴
い
、「
も
ん
じ
ゅ
」
は
原
子

力
規
制
委
員
会
に
よ
る
施
設
定
期
検
査

を
受
検
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

施
設
定
期
検
査
に
つ
い
て

施
設
定
期
検
査
に
お
い
て
は
、
燃
料

体
取
出
し
作
業
に
必
要
な
設
備
や
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
内
包
す
る
設
備
な
ど
の
機
能

が
健
全
に
維
持
で
き
て
い
る
か
を
確
認

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
数
ヶ
月
か
け

て
検
査
を
受
検
し
ま
す
。

施
設
定
期
検
査
で
設
備
等
が
万
全
な
状

態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
来
年
度
の
燃

料
体
取
出
し
作
業
に
備
え
ま
す
。

今
後
も
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、「
も

ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
を
着
実
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

設備点検している現場の様子

燃料体の処理作業を行う操作員（燃料取扱設備操作室にて）

〈安全対策の内容〉

① �ナトリウム漏えい検出器及び漏えいしたナ
トリウムが燃焼した時に感知する火災報知
器による監視

② �ナトリウム専用消火器の配備による初期消
火対応準備

③ �ナトリウム火災が発生した時、拡大を防止
するために窒息消火を行うための窒素ガス
を注入する設備を設置

④ �空気の混入を防止するため、ナトリウムと
反応しないアルゴンガス（不活性ガス）を
充てんするための設備を設置

⑤ �漏えいしたナトリウムが、直接床などの 
コンクリートと接触しないための鋼製の受
け皿を設置

表1
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燃料体取出しの完遂に向けて
安全最優先に廃止措置作業を進める職員たち

もんじゅREPORTもんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる「獅
子」をイメージしたもの

燃
料
取
扱
設
備
操
作
責
任
者

● 

佐さ 

田た 

幸こ
う 

司じ

燃
料
取
扱
設
備
の
操
作
チ
ー
ム
の
責
任

者
と
し
て
、
操
作
員
へ
の
操
作
指
揮
を

行
っ
て
い
ま
す
。

燃
料
体
取
出
し
作
業
は
、
い
く
つ
も
の

設
備
が
同
時
に
動
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
実
施
責
任
者
や
操
作
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取
り
な
が
ら
、

設
備
全
体
の
状
態
を
常
に
把
握
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

操
作
員

● 

中な
か 
川が

わ 
裕ゆ

う 
司じ

設
備
の
操
作
員
と
し
て
燃
料
体
処
理
作

業
の
中
で
機
器
の
動
作
状
況
や
制
御
盤
モ

● 

浜は
ま 

野の 

知と
も 

治は
る

実
施
責
任
者
と
し
て
、
作
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
ほ
か
、
設
備
の
操
作
を

行
う
操
作
チ
ー
ム
、
保
修
対
応
を
行
う
設

備
チ
ー
ム
に
対
す
る
指
導
や
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
軽
水
炉
と
違
っ
て
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
や
不
活
性
ガ
ス
の
中
で
燃
料

等
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
目
視
で
燃
料
体

を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
遠
隔
操
作
で
状

態
表
示
灯
や
計
器
等
の
指
示
値
を
確
認
し

な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
付
着
に
よ
る
機
器
の
動
作
状
況

に
つ
い
て
も
注
意
を
払
う
こ
と
が
重
要
で

す
。５

３
０
体
の
燃
料
体
を
燃
料
池
に
移

送
・
貯
蔵
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
燃
料
取

扱
い
経
験
や
技
術
を
蓄
積
し
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
知
識
を
含
め
て
、
操
作
チ
ー
ム

員
や
設
備
チ
ー
ム
員
な
ど
、
次
の
世
代
を

担
っ
て
い
く
若
手
に
伝
承
し
て
い
く
こ
と

も
、
私
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
8
月
30
日
か
ら
開
始
し
た

燃
料
体
取
出
し
作
業
は
2
0
2
2
年
度
ま

で
に
5
3
0
体
の
燃
料
体
を
原
子
炉
な
ど

か
ら
取
出
す
計
画
で
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
実
施
責
任
者
及
び
操

作
チ
ー
ム
と
し
て
燃
料
体
取
出
し
作
業
の

完
遂
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
職
員
を

紹
介
し
ま
す
。

ニ
タ
ー
、
表
示
灯
が
変
化
す
る
た
び
機
器

に
異
常
は
な
い
か
と
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

操
作
員

● 

北き
た 

尾お 

健け
ん 

太た

燃
料
取
扱
操
作
室
の
制
御
盤
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
機
器
動
作
時
の
デ
ー
タ
の

記
録
・
整
理
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

定
め
ら
れ
た
手
順
書
に
基
づ
き
現
場
作
業

及
び
操
作
室
で
の
操
作
記
録
を
一
つ
一
つ

確
認
し
な
が
ら
作
業
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。

他
の
操
作
チ
ー
ム
員
を
含
め
、
一
人
一

人
が
自
分
の
役
割
を
全
う
し
つ
つ
、
チ
ー

ム
一
体
と
な
り
、
一
つ
一
つ
の
作
業
を
安

全
か
つ
着
実
に
進
め
ま
す
。

廃止措置部
燃料管理課
浜野 知治
　マネージャー

廃止措置部
燃料管理課
佐田 幸司

廃止措置部
燃料管理課
北尾 健太

廃止措置部
燃料管理課
中川 裕司

実
施
責
任
者

操
作
チ
ー
ム
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クリアランス制度の運用を開始

山
や ま

本
も と

耕
こ う

輔
す け

この研究に携わっている機構職員

平成29年度よりクリアランスモニタの認可に係る
官庁申請や測定作業の実務的な運用システムの構築
に携わっています。

今まで「ふげん」で培ってきた経験を基に、他の
施設での実績も学びつつ、今後はクリアランス対象
物の測定・評価に係る作業等に従事していきます。県内初のクリアランス制度の
運用にあたり着実な実績の蓄積に努めていく所存です。

敦賀廃止措置実証部門
新型転換炉原型炉ふげん
廃止措置部　施設管理課

ふげんREPORT

教育・訓練などの準備を行い、県内初導入

ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる「象」
をイメージしたもの

放
射
能
濃
度
の
低
い
解
体
撤
去
物
を 

国
の
認
可
の
も
と
再
生
利
用

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
本
年
12
月
に
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
制
度
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
と
は
、
原
子
力
発
電

所
の
廃
止
措
置
の
過
程
で
発
生
す
る
解
体
撤

去
物
の
う
ち
、
放
射
能
濃
度
が
極
め
て
低
い

も
の
は
国
の
認
可
・
確
認
を
経
て
、
一
般
の

産
業
廃
棄
物
と
同
じ
よ
う
に
再
生
利
用
や
適

切
な
処
分
を
行
え
る
制
度
で
す
。
資
源
の
有

効
利
用
を
促
進
し
、
循
環
型
社
会
形
成
へ
の

貢
献
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、「
ふ
げ
ん
」
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内

に
は
放
射
線
管
理
区
域
で
発
生
し
た
解
体
撤

去
物
約
１
，

１
０
０
ト
ン

が
保
管
管
理

さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
大

半
は
放
射
能

レ
ベ
ル
が
自

然
放
射
線
と

比
べ
て
極
め

て
低
く
、
健

康
へ
の
影
響

が
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
回

の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
対
象
物
と
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度

の
導
入
に
向
け
て
放
射
線
の
測
定
・
評
価
方

法
を
検
討
し
、
測
定
装
置
の
導
入
や
測
定
対

象
物
の
管
理
方
法
の
構
築
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
い
、
本
年
８
月
31
日
に
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

制
度
に
関
す
る
国
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
認
可
に
基
づ
き
、
保
安
規
定
の

変
更
や
作
業
手
順
書
の
整
備
、
教
育
・
訓
練

な
ど
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

福
井
県
で
は
「
ふ
げ
ん
」
が 

初
め
て
制
度
導
入

す
で
に
国
内
の
原
子
力
発
電
所
で
は
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
制
度
に
よ
り
再
利
用
が
始
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
福
井
県
内
で

は
「
ふ
げ
ん
」
が
初
め
て
の
制
度
導
入
と
な

り
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
の
皆
様
や
社
会
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が

ら
、
原
子
力
発

電
所
の
解
体
で

発
生
す
る
有
用

資
源
の
再
生
利

用
や
適
切
な
処

分
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

クリアランスモニタ

測定を待つ解体撤去物

《クリアランス制度の運用》

分別、除染（必要に応じて）

保管管理（測定待ち）

保管管理（確認待ち）

保管管理（搬出待ち）

搬　出

評価・測定

認可（平成30年8月31日）

解体撤去物の発生

測定・評価方法の国への申請

国による確認（抜取検査等）
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つるほんだよりつるほんだより

ふ
く
い
ス
マ
ー
ト
デ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術
実
証
拠
点

「
ス
マ
デ
コ
」を
企
業
や
大
学
等
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

最
新
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
設
備
（
Ｍ
Ｒ
シ
ス

テ
ム
）
を
導
入
し
、
原
子
力
施
設
の
現
場

を
疑
似
体
験
し
、
現
場
で
の
作
業
姿
勢
や

干
渉
チ
ェ
ッ
ク
、
放
射
線
の
可
視
化
に
よ

る
被
ば
く
低
減
な
ど
作
業
環
境
の
確
認
が

で
き
ま
す
。

解
体
技
術
検
証
フ
ィ
ー
ル
ド

廃
止
措
置
作
業
で
の
レ
ー
ザ
ー
切
断
の

体
験
や
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

に
よ
り
、
事
前
に
被
射
体
を
レ
ー
ザ
ー
切

断
す
る
際
の
照
射
条
件
を
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
加
工
高
度
化
フ
ィ
ー
ル
ド

原
子
力
施
設
の
作
業
環
境
を
模
擬
し
た

気
中
・
水
中
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
装
着
し
た

レ
ー
ザ
ー
・
プ
ラ
ズ
マ
ヘ
ッ
ド
に
よ
り
、

原
子
力
発
電
所
で
使
用
す
る
実
機
材
（
模

擬
材
）
を
用
い
た
遠
隔
解
体
に
よ
る
作
業

性
等
を
確
認
で
き
ま
す
。

利
用
促
進
の
た
め
の
企
業
向
け
制
度
も

10
月
３
日
に
は
、（
公
財
）
若
狭
湾
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
、

「
廃
止
措
置
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
習
で

ス
マ
デ
コ
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
企
業
の
方
々
を
は
じ
め
、

欧
州
の
発
電
所
の
廃
止
措
置
に
つ
い
て
精

通
す
る
研
究
者
の
方
も
参
加
さ
れ
「
廃
止

措
置
に
活
用
す
る
た
め
の
Ｍ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

の
よ
う
な
設
備
は
ド
イ
ツ
に
は
な
く
、
と

て
も
興
味
深
い
」「
欲
し
い
く
ら
い
だ
」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
マ
デ
コ
は
有
料
の
供
用
施
設
で
す

が
、
初
回
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
無
料
で

利
用
で
き
る
企
業
向
け
の
制
度
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
ス
マ
デ
コ
の
３
つ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
地
域
企
業
の
方
々
に
活
用
い
た
だ

き
、
廃
止
措
置
等
の
技
術
力
向
上
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ス
マ
デ
コ
」
は
、
国
内
外
で
多
く
の
原
子
力
発
電
所
が
廃
止
措
置
へ
移
行
す
る
中
、
地
域
企
業
の
廃
止
措
置

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
施
設
と
し
て
、
敦
賀
事
業
本
部
に
新
た
に
整
備
し
た
も
の
で
す
。

「
ス
マ
デ
コ
」
に
は
3
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
次
の
よ
う
な
使
い
方
が
で
き
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

高
速
炉
・
新
型
炉
研
究
開
発
部
門

敦
賀
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

レ
ー
ザ
ー
・
革
新
技
術
共
同
研
究
所

革
新
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
７
０
（
21
）５
０
３
３（
直
通
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
７
０
（
25
）５
７
８
２

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://fsd.jaea.go.jp

施設利用案内

実
証
試
験（
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
）フ
ィ
ー
ル
ド
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つるほんだよりつるほんだより

●
専
門
的
な
内
容
を
一
般
住
民
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
、
原
子
力
発
電
に

関
す
る
様
々
な
不
安
や
疑
念
を
コ
ツ

コ
ツ
と
払
拭
す
る
広
報
誌
に
し
て
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

	
 

（
美
浜
町
・
男
性
）

●
も
ん
じ
ゅ
が
敦
賀
か
ら
な
く
な
る
の

は
寂
し
い
。

	
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
漫
画
に
し
て
欲
し
い
。
そ
う
す
れ
ば

色
々
な
年
齢
の
人
も
読
む
の
で
は
？　

難
し
い
感
じ
が
多
い
気
が
し
ま
し

た
。

	
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
す
て
な
（
前
号
の
趣
味
と
サ
ー
ク
ル

「
佐
田
伝
統
文
化
保
存
会
」）
よ
く
み

て
い
ま
す
。

	
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

ご

意

見

箱

「
あ
っ
ぷ
る
」が 

こ
れ
ま
で
の
活
動
を

原
子
力
立
地
地
域
全
国
大
会
で
発
表

さ
い
く
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

敦
賀
地
区
の
女
性
職
員
に
よ
る
原
子
力

広
報
チ
ー
ム
「
あ
っ
ぷ
る
」
が
、
11
月
１

日
、
一
般
社
団
法
人
原
子
力
国
民
会
議
が

主
催
す
る
「
原
子
力
立
地
地
域
全
国
大

会
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
あ
っ
ぷ
る
」

の
活
動
に
つ
い
て
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
原
子
力
発
電
所
所
在
地
の

立
地
地
域
の
声
を
聞
く
こ
と
を
目
的
に
、

電
気
の
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
福
井
県
の
ほ
か
に
茨
城
県
、

青
森
県
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
、
各

地
域
に
お
け
る
原
子
力
に
関
す
る
地
域
の

実
状
や
理
解
促
進
に
向
け
た
活
動
内
容
等

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

「
あ
っ
ぷ
る
」
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
で
失
っ
た
信
頼
を

回
復
す
る
た
め
、
女
性
職
員
が
「
自
分

た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と

立
ち
上
げ
た
広
報
チ
ー
ム
で
す
。
本
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
中
で
、「
あ
っ
ぷ
る
」
の
立
ち

上
げ
当
初
の
思
い
や
、
現
在
ま
で
の
活
動

内
容
、
一
般
の
方
々
の
視
点
で
よ
り
分
か

り
や
す
い
説
明
を
す
る
た
め
に
工
夫
し
た

点
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

現
在
「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
廃
止
措
置
に

移
行
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。「
あ
っ
ぷ
る
」
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
身
近
な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

原
子
力
機
構
で
は
、平
成
13
年
10
月
か

ら
地
域
の
皆
様
を
対
象
に
、「
さ
い
く
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
さ
い
く
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」は
、地
域
の

皆
様
の
職
場
や
公
民
館
な
ど
へ
出
向
き
、

「
ふ
げ
ん
」や「
も
ん
じ
ゅ
」の
現
場
作
業

等
の
進
捗
状
況
な
ど
、皆
様
か
ら
ご
要
望

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
で
実
施
し
て

い
る
燃
料
体
の
取
出
し
作
業
の
状
況
を
中

心
に
ご
説
明
し
て
お
り
、
参
加
い
た
だ
い

た
方
々
か
ら
は
「
何
か
あ
っ
た
場
合
に
は

立
ち
止
ま
り
、
安
全
最
優
先
で
実
施
し
て

ほ
し
い
。」「
現
場
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

提
供
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
は

良
い
機
会
で
あ
る
。」
と
い
っ
た
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
、「
さ
い
く
る
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先

敦
賀
事
業
本
部  

地
域
共
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
７
７
０
（
21
）
５
０
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
０
（
21
）
２
０
４
５

 

　「
も
ん
じ
ゅ
」
燃
料
体
取
出
し
作
業
に
つ
い
て 

　
地
域
の
皆
様
に
説
明

ブロックセッションでの「あっぷる」活動発表

さいくるミーティングの様子
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つ
る
が
の
四
季

発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jaea.go.jp  （
平
成
30
年
12
月
発
行
）

─
№ 120

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

⃝

敦
賀
お
も
ち
ゃ
病
院
（
代
表
／
古
江
氏
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０
・
８
２
６
４
・
０
７
４
１

ゴ
ミ
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
促
進 

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト

「
敦
賀
お
も
ち
ゃ
病
院
」
は
、
動
か
な
く

な
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
手
足
の
取
れ
た
ぬ
い
ぐ

る
み
な
ど
の
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に

物
を
大
切
に
す
る
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
貢
献
し
よ
う
と
、
平
成

13
年
か
ら
無
償
で
お
も
ち
ゃ
の
修
理
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

同
病
院
の
代
表
を
務
め
る
の
が
、
古
江
孝

治
さ
ん
。「
敦
賀
市
職
員
と
し
て
環
境
課
に

勤
務
し
て
い
た
平
成
12
年
、
市
の
ゴ
ミ
減
量

や
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
お
も
ち
ゃ
病
院
を
企
画
し
た
ん
で
す
。

２
日
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
１
０
０

人
も
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
中
に
は
た
く

さ
ん
の
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
袋
に
詰
め
て

持
っ
て
き
た
人
も
。
ス
タ
ッ
フ
で
こ
れ
ら
を

す
べ
て
修
理
し
ま
し
た
」。

１
回
限
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
反
響
は

大
き
く
、「
次
は
い
つ
や
る
の
？
」「
常
設
し

て
い
な
い
の
？
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多

数
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
に
任
意

団
体
と
し
て
「
敦
賀
お
も
ち
ゃ
病
院
」
を
発

足
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
、

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
る

個
人
会
員
は
定
年
退
職
し
た
技
術
者
ら
15

名
。
敦
賀
工
業
高
校
の
生
徒
た
ち
も
実
習
の

一
環
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

修
理
す
る
だ
け
で
な
く 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に

修
理
内
容
は
、
電
池
が
切
れ
た
だ
け
の
単

純
な
も
の
か
ら
、
一
時
預
か
り
す
る
〝
入
院
〟

ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
時
代
と
と
も
に
お
も
ち
ゃ

の
流
行
も
変
わ
り
、
最
近
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を

使
っ
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
修
理
依
頼
が
増
え

る
な
ど
、
そ
の
内
容
も
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

持
ち
込
ま
れ
た
お
も
ち
ゃ
は
カ
ル
テ
を
作

成
し
、
動
作
確
認
や
壊
れ
た
時
の
状
況
な
ど

を
細
か
く
聞
き
取
り
、
修
理
内
容
に
応
じ
て

得
意
な
ド
ク
タ
ー
に
振
り
分
け
ま
す
。
大
切

な
お
も
ち
ゃ
を
預
か
る
か
ら
に
は
、「
た
だ

修
理
す
る
だ
け
で
な
く
そ
の
原
因
を
探
り
、

持
ち
主
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
大

事
」
と
古
江
さ
ん
。

「
例
え
ば
鍵
盤
の
お
も
ち
ゃ
は
、
ジ
ュ
ー

ス
や
お
菓
子
を
こ
ぼ
し
た
こ
と
が
原
因
で
故

障
す
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
故
障
の
原
因

を
説
明
し
て
『
次
か
ら
こ
う
使
っ
て
ね
』
と

話
す
な
ど
、
依
頼
主
の
お
子
さ
ん
や
親
御
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
心
が
け
て

い
ま
す
」。

普
及
活
動
に
も
尽
力 

県
や
国
か
ら
の
表
彰
も

福
井
県
内
の
お
も
ち
ゃ
病
院
の
先
駆
け
と

な
っ
た
同
病
院
は
、
活
動
の
普
及
に
も
尽
力

し
て
い
ま
す
。
県
主
催
の
「
お
も
ち
ゃ
修

理
ド
ク
タ
ー

養
成
講
座
」

の
講
師
を
担

当
し
、
各
地

域
で
の
お
も

ち
ゃ
病
院
の

立
ち
上
げ
に

協
力
。
現
在
、

県
内
の
お
も

敦
賀

お
も
ち
ゃ
病
院

ち
ゃ
病
院
は
敦
賀
を
含
む
８
市
町
に
増
え
、

そ
の
活
動
の
輪
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
福
井
県
循
環
型
社
会
形

成
推
進
功
労
者
県
知
事
賞
受
賞
、
平
成
25
年

度
に
は
循
環
型
社
会
推
進
功
労
者
環
境
大
臣

表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
同
病
院
の
活
動
は

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

敦
賀
お
も
ち
ゃ
病
院
は
、
毎
月
第
一
土
曜

日
の
午
後
１
〜
４
時
ま
で
（
受
付
は
３
時

ま
で
）
敦
賀
市
こ
ど
も
の
国
に
て
定
期
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
市
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
の
修
理
は
、
部
品
代
の
み
で
原
則

無
料
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ

る
の
が
何
よ
り
の
報
酬
で
す
」
と
古
江
さ

ん
。
そ
の
活
動
は
物
を
大
切
に
す
る
心
と
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

配線、ゼンマイなど、ドクターは
各自得意分野の修理を行います

敦賀工業高校の学生たちも教育
実習の一環として参加

「敦賀おもちゃ病院」おもちゃドクターの皆さん

お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
、子
ど
も
に
笑
顔
を

代 表

古
ふる

江
え

 孝
たか

治
はる

さん
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